
松平村塾 副理事長
松原利直

2011.2.4 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業活動報告会

『都市との交流による持続可能な地域づくりモデルの構築』

～1社1村交流からの進化、都市と農村の戦略的互恵関係の構築～



１．松平地域



小規模高齢化する松平地区

▲通りの２／３が空き家 ▲耕作放棄地 ▲無住化した集落

面積：江津市域の約4分の1

人口：８５0人(江津市人口比４％弱)

高齢化率は45.3％

消滅集落が発生するなどコミュニティの存続が困難になりつつある

厳しい現実



２．松平村塾の設立

まちづくりは素人、気持ちが空回り
↓

議論するのも疲れ果て

平成19年、有志25名
まちづくり塾

「松平村塾」を設立

何とかしよう！



３．松平ラボ開設

島根大学教育学部人文地理学教室
作野准教授研究室分室

開設式



松平ラボの専任研究員田中晃一君から、地域マネジャー松田京子さんにバトンタッチ

松平に居住して地域づくりを支援す

る島根大学の学生さん



作野先生と学生さん

地域活動に参加

地域と学生さんの微笑ましい関係

地域づくりに

島根大学の学生さんの参画

夏合宿・地元の子供と川遊び



「松平村塾」×「松平ラボ」の活動

１．地域の中間支援活動

２．交流の活動

３．学びの活動



５．地域支援活動

 

田舎ﾂｰﾘｽﾞﾑの宿「つゆの宿」 農産物直売所「たすけ愛の工房」 「川平八名窯炭焼き工房」

川登の市菜の花祭り

工房、イベント（祭り）の支援

田植え囃子



復活「川登の市」

チンドンヤ 川平みどり組合 たすけ愛工房

松平小学校の生徒も

５．地域支援活動

沢山の人

愛媛大学井口先生と学生さん 島根大学のコーラス



梅林でミーティング 広島サーファーの人と梅取り

皆で梅の選別

収穫した梅

５．地域支援活動「梅干造り」

広島サーファーの人達と共同作業

梅林で昼食 鮮やかな赤紫蘇色



休耕田の蕎麦畑 そばイベントのぼり 蕎麦刈指導

５．地域支援活動「蕎麦刈・蕎麦打ち」

広島サーファーの人達と共同作業

蕎麦刈り そば打ち



ミーティング 早朝より大豆の煮込み 各分担に分かれて作業

出来た味噌を前に記念撮影

広島サーファーの人達の参加

５．地域支援活動「手前味噌造り」

突きたて味噌



６．交流活動

「1社1村交流」
国土交通省「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業

「一社一村交流による持続可能な地域づくりモデルの構築」

ミイティング 石見神楽の体験 交流会

農業体験 川平八名窯炭焼工房 子民家で座学



６．交流活動

「軽トラ朝市・広島夏の陣」八丁堀シャンテ

農林水産省「農山漁村活性再生・支援事業」

八丁堀シャンテで軽トラ朝市・広島夏の陣



６．交流活動

「軽トラ朝市・広島秋の陣」高陽町

農林水産省「農山漁村活性再生・支援事業」

高陽町団地で軽トラ朝市・広島秋の陣



６．交流活動

「広島サーファーとの連携」

ファーマーになったサーファー



７．学び活動

戦略会議、まちむら探検、視察

毎月の戦略会議 まちむら探検 ワークショップの状況

山口視察「貴和の里につどう会の皆様と交流意見交換



講師による講演 パネルディスカッション来賓他の皆様

７．学び活動

「村を消すな！」明日へ繋がるセミナー

学生さんの研究報告 広島高陽町でのセミナー



交流の継続的な運営

地域戦略ビジョンの実践

地域全体での取組み

持続可能な地域づくり

仕組み

人材 必要

活動資金

８．課題と展望



８．課題と展望

シンクタンク

「松平ラボ」

実行部隊

「松平村塾」
連携

外からの風と、内の地域資源を活用
地域が自立して持続可能な地域

「たすけ愛」で支えあう「命」のふるさと松平

キャッチフレーズ



ご清聴有難うございました。

風が風を呼んで、地域に笑顔が！


